
論

支

長

週

期

水

平

勤

地

震

現
在
普
通
に
用
び
ら
れ
て
ゐ
る
地
震
計
の
週
期
は
数
秒
か
ら
長
く
も
十

数
秒
位
の
も
の
が
多
い
が
、
遠
地
々
震
の
観
測
の
た
め
に
は
二
三
八
刀
或
は

夫
以
上
の
長
い
週
矧
の
地
震
計
が
あ
れ
ば
此
の
上
た
く
都
合
よ
い
事
は
云

ふ
ま
で
も
な
い
。

中
央
気
象
墓
長
岡
田
博
士
の
御
指
導
の
も
止
に
中
央
気
象
蓋
の
風
力
塔

を
用
ひ
長
週
期
の
水
平
勤
地
震
計
を
製
作
し
た
。
以
下
共
の
構
造
を
簡
単

に
記
述
し
、
且
つ
之
に
依
る
地
震
記
象
を
参
考
迄
に
掲
載
す
る
。

此
の
地
震
計
の
主
な
る
部
分
は
第
一
闘
の
見
取
固
に
示
ナ
如
く
水
平
振

計

鷺本

H 
d' 村坂

清 弘

田

信

日
Eヨ

進

子
か
ら
成
り
、
七
階
の
塔
の
地
下
室
に
於
て
南
北
の
方
向
に
据
付
け
て
地

震
動
の
東
西
分
勤
を
記
録
せ
し
む
る
や
う
に
な
っ
て
ゐ
る
。

而
し
て
約
六
十
庖
の
重
鍾
を
直
径
了
四
粍
、
長
さ
二
十
米
五
の
細
い

銅
銭
線
で
風
力
塔
の
最
上
階
郎
ち
七
階
の
床
か
ら
吊
っ
て
ゐ
る
。
吊
線
の

長
さ
が
二
十
米
五
も
あ
る
場
合
に
は
皐
振
子
と
し
て
さ
へ
も
共
の
週
期
は

九
秒
一
も
あ
る
。

賞
際
問
題
と
し
て
水
平
振
子
の
週
期
を
長
く
す
る
た
め
に
は
懸
線
の
長

さ
が
長
い
程
容
易
で
る
る
。

七



第一園長週期水平動地震計略固

A;重錯、 B;地震計枠、 C;制振動、 D;記録装置、 E;ピボット受け、

豆
七
ニ

目
振
子
の
腕
の
内
側
は
銅
銭
の
尖
端
・
と
な
り
此
の
部
分
は
地
下
室
の
床
応

同
定
せ
る
地
震
計
枠
の
銅
銭
の
凹
所
で
支
へ
ら
れ
て
居
り
、
此
の
尖
端
受

け
の
部
八
刀
は
第
二
固
に
示
す
や
う
に
特
殊
の
装
置
に
よ
っ
て
容
易
に
前
後

左
右
に
移
動
す
る
事
が
出
来
る
。

ピボット受け第二国

之
に
依
っ
て
日
射
の
た
め
塔
が
傾
斜
す
る
と
止
等
か
ら
起
る
描
針
の
フ

レ
を
容
易
に
調
整
す
る
と
左
が
出
来
る
。
懸
垂
線
が
非
常
に
長
い
た
め
尖

端
と
凹
所
在
の
問
の
康
一
力
は
可
む
り
小
さ
く
週
期
が
一
分
位
の
場
合
に
は

約
一
一
地
重
と
な
る
。

振
子
の
腕
の
他
の
側
に
は
銅
板
が
固
着
し
て
居
り
、
之
は
振
子
の
振
動

に
仲
っ
て
永
久
磁
石
の
聞
を
振
動
す
る
、
而
し
て
此
の
磁
気
制
振
器
に
よ

っ
て
地
震
計
は
完
全
に
無
週
期
主
た
す
こ
主
が
出
来
る
け
振
子
の
運
動
は



煤
煙
紙
上
に
器
械
的
に
通
常
の
地
震
計
の
如
く
記
録
さ
れ
る
。

基
本
倍
率
は
五
・
六
俗
で
あ
る
。
故
に
可
、
な
り
強
い
地
震
を
も
よ
く
記

録
す
る
。
但
し
近
い
中
氏
此
の
倍
率
は
も
っ
左
大
き
く
し
ゃ
う
と
考
へ
て

居
る
。
此
の
腕
は
横
大
の
た
め
の
槙
粁
の
部
分
を
含
ま
た
い
故
に
振
子
の

運
動
に
針
す
る
摩
擦
は
非
常
に
小
さ
い
。

此
の
地
震
計
は
二
三
分
の
週
期
を
得
る
や
う
に
容
易
に
調
整
す
る
と
と

が
出
来
る
。
週
期
が
二
・六
分
と
五
十
五
秒
と
に
於
け
る
振
子
の
自
由
振

動
の
紙
態
を
第
三
固
に
一
不
す
。
勿
論
制
振
器
は
働
か
た
い
や
う
に
し
て
置

い
て
の
事
で
あ
る
。
此
の
固
か
ら
直
ち
に
振
子
は
週
期
が
二

・
六
-分
の
時

で
も
非
常
に
安
定
で
あ
る
と
と
が
解
る
、
本
年
五
月
か
ら
仮
に
六
十
五
秒

の
週
期
を
持
つ
や
う
に
調
整
し
て
観
測
を
開
始
し
現
に
よ
く
動
い
て
居

る
0

・
次
に
此
の
機
械
の
常
数
を
奉
げ
る
。

重
鍾
の
質
量

六
十
砥

無
週
期

制
振
作
用
(
磁
気
的
)

基
本
倍
率

五
・
六

摩
擦
係
数
(
岡
有
週
期
六
十
五
秒
に
値
す
る
値

)
0
・
0
0
0
0
五
吃句

第
四
園
広
昭
和
八
年
六
月
十
九
日
六
時
三
十
七
分
頃
東
京
を
距
る
約
四

百
粁
の
金
華
山
沖
(
東
経

‘
川
二
・
八
度
、
北
緯
三
八
・
五
度
の
地
黙
)
に

起
っ
た
地
震
主
該
地
震
計
で
記
録
し
た
記
象
を
示
す
。

園第

， 

七



昭和八年六月十九日六時三十七分頃の金華JJ沖地震記、象

-e

，.目、
A

，‘

.，
f
 
a
F
 

，. 
1

‘
 

.•• J

・、
5
l
4
 

f

‘
 :

a

a

 

-
-
f
t
 

白、

.. 

• 
，L
V
 

ι

，
 

a
-
，
l
:
 

1
・1
i
t

・'
M
a

t
-

-H
・
1
1
a
p
-
-
w
 

、‘.・
・・

7

F
h

，
 

i
q
 

・1
1

J

・'
1

1
l
t
，
.4 

1
1
J
e
'

て

'h・
i

i

t
白

-

f

・・

f
l
o
-
-

、

，

i
 

.

.

.
 

1

可

、n

・Ila-
s

J
拘J4 
干

!
a
.

，
.
司

J
 .
.
 ll
e
l
P
 

i
 

第四国

七
四

著
し
い
遠
地
々
震
を
此
の
地
震
計
で
記
録
す

る
ん
」
き
は
奥
味
あ
る
結
果
を
得
る
で
あ
ら
う
左

期
待
し
て
居
る
。

柊
り
に
本
地
震
計
の
考
案
及
製
作
に
際
し
て

絡
始
懇
篤
に
御
指
導
下
さ
い
ま
し
た
岡
田
憂
長

閣
下
に
厚
〈
御
踏
申
し
上
げ
ま
す
。

叉
種
々
仰
助
力
下
さ
っ
た
図
宮
技
師
、
本
憂

工
場
の
方
々
及
び
地
震
掛
の
方
々
に
御
躍
申
し

ま
す
。

昭
和
八
年
八
月

中
央
気
象
牽
に
て


